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開会挨拶
河村会長　これからインフルエンザが流行すると
忙しくなると思うが、外来のインフルエンザの予

防接種などもよろしくお願いしたい。

　先日、鹿児島で開催された全国学校保健・学

校医大会に出席したが、さまざまな分野で多くの

方々が尽力されているのを改めて感じた。

　本県では話題になっていないが、学校医の定年

制があってもよいという考え方がある。しかし、

定年制を導入するには後継者が必要で、ある程

度専門的な知識を身に着けた方に継いでいただい

て、児童生徒を診ていく必要があるのではないか

と思う。これからそういった意味でも山口県の学

校医のレベルが向上するよう取組みたい。本日は

よろしくお願いする。

　

協議
1. 平成 30 年度中国四国医師会連合学校保健担当
理事連絡協議会について（報告）
　平成 30年 8月 19日（日）、松江市・サンラポー

むらくもにて開催の標記協議会について報告（詳

細は本会報平成30年10月号892～896頁参照）。

2. 平成 30 年度中国地区学校保健・学校医大会に
ついて（報告）
　平成 30年 8月 19日（日）、松江市・サンラポー

むらくもにて開催の標記大会について報告（詳細

は本会報平成30年 10月号 897～ 901頁参照）。

3. 第 49 回全国学校保健・学校医大会について　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告）
　平成 30年 10 月 27 日（土）、城山ホテル鹿児

島にて開催の標記大会について報告（詳細は本会

報平成 30年 12月号 1102 ～ 1111 頁参照）。

4.「学校医活動記録手帳」の活用状況について
　昨年度の学校医活動記録手帳の活用状況は838

部配付、276 枚提出があり、提出率は 32.9%（28

年度は 34.7%）。郡市間で提出率に 5.3 ～ 93.8%

の開きがある。同手帳は、内科校医には担当校 1

校につき 1冊、耳鼻科や眼科校医には 1人 1冊

配付しており、来年度も同様の方法で配付する予

定である。引き続き活用していただきたい。

5.『学校医の手引き』改訂について
　『学校医の手引き』については、昨年度の郡市

学校保健担当理事協議会でも話題が出たが、前回

2010 年の改訂より約 10年が経過することから、

このたび新たに手引きを改訂することとした。ス

ケジュールとしては、来年度中の完成を予定して

いる。今年の学校医部会にて目次について検討し、

執筆者案を作成した（その後、全員内諾）。意見

として食物アレルギーの項目がないとのことで、

新規に追加することとなる。

6. 学校検尿における 1次検尿、2次検尿の判定
基準について
　平成 30年 5月 14 日付け山医発第 187 号にて
各郡市医師会学校保健担当理事及び学校部会役員

にお知らせしたが、昨年度の郡市学校保健担当理

事協議会にて、学校検尿の判定基準をこれまでの

「蛋白、潜血、糖のうちいずれか 1項目以上で（±）

以上のとき」から、「いずれか 1 項目が蛋白

（１＋）以上、潜血（1＋）以上、糖（±）以上

平成 30年度
郡市医師会学校保健担当理事協議会・

学校医部会合同会議
と　き　平成 30年 11 月 15 日（木）15：00 ～
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のとき」に変更することについて協議し、今年度

より適用するとしたところだが、県教育委員会と

の連携がとれておらず、今年度の検尿が例年通り

の基準で実施されたため、通知を発出させていた

だいた。

　来年度に向けては、改めて県教育委員会に通知

を発出し、新しい基準にて実施できるようにする。

7. その他
（1）平成 30 年度山口県医師会学校医研修会・学
校医部会総会・予防接種医研修会・学校心臓検診
精密検査医療機関研修会について
　平成 30年度は 12月 9日（日）13時より本研

修会を開催する。学校医研修会では、｢何が起こっ

ているコンタクトレンズ問題 ｣について、ウエダ

眼科院長の植田喜一 先生、予防接種医研修会で

は ｢予防接種されるすべての先生へ～輸入が続く

麻疹・風疹：国際的視野からの予防対策を～ ｣と

して山口赤十字病院第 2小児科部長の門屋 亮 先

生、学校心臓検診精密検査医療機関研修会では

｢不整脈を持つ児童生徒の管理 ｣と題して山口県

医師会学校心臓検診検討委員会委員長の砂川博史 

先生にご講演をいただく。

（2）「脊柱異常に対する二次検診（精密検査）結
果通知書」について
　「脊柱異常に対する二次検診（精密検査）結果

通知書」については、平成 26年度末に山口県臨

床整形外科医会作成の結果通知書を周知している

ところである。今般、山口県臨床整形外科医会よ

り、この結果通知書を改訂したものをいただいた。

内容は、主に指導管理区分を 3→ 5区分に変更

したもので、今後、改めて郡市医師会及び県教育

委員会へも文書にてお知らする。また、決定され

た管理区分について、今後データとして利用でき

る方式にならないかと出席者から意見があり、今

後の検討とした。
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